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平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
生活・交通基盤整備事業費（一部再掲）
安心・安全基盤整備事業費（一部再掲）

予 算 額 ４０，０１８，１５３千円 新規･継続の別 継 続

(うち当初：33,856,153千円､うち2月補正：6,162,000千円)

１ 趣 旨

(1) 京都の将来成長戦略を見据えた物流・人流の社会基盤整備を着実
に推進

(2) 大型台風や巨大地震などの大規模災害から、府民のいのちと暮ら
事業内容 しを守るための安心・安全基盤整備を着実に推進

２ 事業概要

目 的 生活・交通基盤整備事業費 ２４，９３０，９４７千円
（うち当初：20,124,947千円、うち2月補正：4,806,000千円）

対 象
▲

広域的・基幹的な役割を果たす道路の整備
・国道163号（北大河原バイパス）、国道312号（野田川大宮道

路）、八幡インター線 ほか
方法等 ▲

地域の中核都市をつなぐ道路の整備や渋滞が発生する場所の
解消
・国道372号（南八田道路）、八幡木津線（宮津～菱田）、
東中央線 ほか

▲

都市公園、府営住宅の整備
・鴨川公園、山城総合運動公園 ほか
・芥子谷団地（舞鶴市） ほか

安心・安全基盤整備事業費 １５，０８７，２０６千円
（うち当初：13,731,206千円、うち2月補正：1,356,000千円）

▲

頻発する集中豪雨を踏まえ、浸水被害を減少させるための河
川改修、土砂災害対策等を推進
・鴨川（京都市）、弘法川・法川（福知山市）、古川（城陽

市）、桂川（亀岡市）、福田川（京丹後市）、下庄谷川（宇
治市）、英サ谷川（南丹市）、辻川（宮津市） ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －１－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

防 災 基 盤 整 備 事 業 費（一部再掲）
事 業 名 社 会 基 盤 長 寿 命 化 対 策 費（一部再掲）

地域密着型社会資本整備事業費（一部再掲）

予 算 額 １０，６３４，８３６千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

府民のくらしの安心・安全を守るための防災基盤整備、橋梁等社会
インフラの計画的な予防補修、きめ細やかな小規模改良事業を実施

事業内容 ２ 事業概要

目 的

防災基盤整備事業費 ２，４９６，９９９千円
対 象

府民の安心・安全を守るための防災基盤整備について、ソフト・
ハード対策を最適に組み合わせながら、重点実施

方法等 ▲

ソフト対策
・天井川等の増水時における緊急対応体制の新たな構築（応急

資材の備蓄拡充等）、土砂災害警戒情報システムの運用
ドローンを活用した橋りょう点検

ほか▲

ハード対策
・天井川対策の重点化、河川管理施設機能向上、避難所等の

防災拠点の保全 ほか

社会基盤長寿命化対策費 ９２７，０６０千円

橋りょう、舗装、砂防施設の予防補修を実施

地域密着型社会資本整備事業費 ７，２１０，７７７千円

府民生活や地域の安心・安全の確保に繋がる、きめ細やかな小規
模改良事業を実施▲

地域道路の１．５車線的整備、道路未改良区間の拡幅 ほか▲

河川の浚渫、護岸補修 ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －２－



平成２８年度当初予算案主要事項（平成２７年度２月補正予算含む）説明

共 通

事 業 名 防災基盤特別強化事業費（再掲）

予 算 額 ３０，８６８，２３４千円 新規・継続の別 継 続
（うち２月補正１，９３５，４２９千円） （一部新規）

１ 趣旨・目的
頻発する集中豪雨や南海トラフ地震等に備え、総合的な治水対策や

地震・津波対策など必要な防災・減災対策を強化
２ 内 容

事 業 内 容 （１）総合的な治水対策
(18,368,200千円：うち当初 17,250,200千円、補正 1,118,000千円)

目 的 平成26年8月豪雨災害等、3年連続して甚大な被害を受けたことを踏ま
え、河川の改修を始めとした、「流す」、「貯める」、「備える」の総合的な治水

対 象 対策の実施
①「流す」対策

方法等 ＜河 川＞鴨川（京都市）、弘法川・法川（福知山市）、古川（城陽市）、
桂川（亀岡市）、福田川（京丹後市） ほか

②「貯める」対策
＜下 水＞いろは呑龍トンネル（京都市、向日市、長岡京市）
＜ため池＞大石ヶ谷（南丹市） ほか
＜治 山＞室・荒木（福知山市） ほか
③「備える」対策

防災情報共有化対策費
マルチハザード情報活用促進事業費

（２）地震・津波対策
(5,267,688千円：うち当初 5,258,259千円、補正 9,429千円)

府立学校施設等に対する耐震化対策の重点実施及び日本海側の津
波災害警戒区域の指定等を実施

（３）土砂災害対策 （3,400,026千円)
＜砂 防＞下庄谷川（宇治市）、英サ谷川（南丹市） ほか

（４）原子力災害対策
(1,585,019千円：うち当初 777,019千円、補正 808,000千円)

屋内退避施設の放射線防護対策や要配慮者搬送車両、避難道路の
整備など、原子力災害発生時における避難体制の強化

（５）その他 (2,247,301千円)
総合防災訓練の実施や備蓄物資の充実、災害ボランティアセンター運

営、土木施設の災害復旧等

政 策 企 画 部 情 報 政 策 課 ０７５－４１４－５７６１
府 民 生 活 部 防災・原子力安全課 ０７５－４１４－４４６６

担当課名 文化ｽﾎﾟｰﾂ部 文化ｽﾎﾟｰﾂ総務課 ０７５－４１４－４１８３
環 境 部 環 境 総 務 課 ０７５－４１４－４７０３
健 康 福 祉 部 健康福祉総務課 課・担当 ０７５－４１４－４６８７
商工労働観光部 観 光 課 電話番号 ０７５－４１４－４８４１
農 林 水 産 部 農 政 課 ０７５－４１４－４９４８
建 設 交 通 部 監 理 課 ０７５－４１４－５１７３
教 育 委 員 会 総 務 企 画 課 ０７５－４１４－５７０８
警 察 本 部 会 計 課 ０７５－４５１－９１１１（内2265）

建設交通 －３－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部
教 育 委 員 会
警 察 本 部

事 業 名 府民公募型整備事業費（一部再掲）

予 算 額 ３，３５０，０００千円 新規･継続の別
継 続

（一部新規）

１ 趣 旨

府民からの安心・安全などにつながる提案により、公共事業を
実施することで、身近な公共施設の整備を推進
（１）安心・安全整備

交通安全対策や災害防止対策等
事業内容 （２）景観整備（「もうひとつの京都枠」を新たに追加）

施設の美化整備

目 的 ２ 事業概要
（百万円）

対 象
事業内容 所要額 所 管

方法等
道路舗装の補修
道路側溝の整備
河川護岸の補修
河川の浚渫 ３，０００ 建設交通部
道路照明施設の再塗装
ガードレールなど防護柵の再塗装

「もうひとつの京都枠」
「もうひとつの京都」エリアにおけ (１００)
る景観整備

府立学校施設の補修
社会教育施設等の補修

１００ 教育委員会

信号機の新設
信号機の改良（歩行者用灯器の増 ２５０ 警 察 本 部
灯、視覚障害者用付加装置の設置）

監 理 課 経 理 担 当 075-414-5173
担当課・係名 管 理 課 管 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5768

警 察 本 部 交通規制課管制ｾﾝﾀー (代)075-451-9111
(内5211)

建設交通 －４－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 地域主導型公共事業費

予 算 額 ２００，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

自治会等の地域団体から、まちづくりにつながる公共事業につい

て提案を受け、地域、市町村、府が連携し、一体となって事業を実

施することにより、地域の課題解決や活性化を推進

事業内容

２ 事業概要
目 的

（１）提案者

対 象 府内の地域（自治会、商店街、区など）

地域と密接に関係する団体（ＰＴＡ、商工会など）

方法等

（２）対象事業

○地域のまちづくりや活性化における課題の解決に繋がる府管理

施設に関する事業

○事業期間３年程度で効果発現できるもの

○提案内容が地権者を含めた地域の総意であるもの

○府事業と併せて地域や市町村が活動や取組等を行うもの

（３）事業テーマ

通学安全、景観・観光、商店街活性化 等

（４）実施決定

提案に対する有識者意見を参考に実施箇所を決定

担当課・係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －５－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建設交通部

事 業 名 公共施設等長寿命化推進費

予 算 額 ６０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

公共施設等の総合的かつ計画的な管理のため、施設毎のメ

ンテナンスの具体的手法等を定める「個別施設計画」等を策

事業内容 定

目 的 ２ 事業概要

土木施設の「個別施設計画」を策定し、全施設の計画策定

対 象 完了を目指す。

方法等

担当課・係名 指導検査課 調 整 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5225

建設交通 －６－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建設交通部

事 業 名 京都技術サポートセンター（仮称）設立準備費

予 算 額 ８１，５００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

市町村を含めた土木、建築施設のアセットマネジメントの

取組を総合的に支援する組織を設立

事業内容

２ 事業概要

目 的 一般財団法人 京都技術サポートセンター（仮称）の

設立・運営

対 象

【主な業務内容】

方法等 ア 土木施設の点検・診断・補修及びデータベース構築等

イ 建築施設の点検・補修等

ウ 技術者養成

担当課・係名 指導検査課 調 整 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5225

建設交通 －７－



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明

環境部、商工労働観光部、建設交通部

事 業 名 京都舞鶴港ランドブリッジ構想推進事業費（再掲）

予 算 額 １，１１６，９１４千円 新規・継続の別 継 続
（うち港湾事業特別会計７１３，０００千円）

１ 趣 旨

京都舞鶴港の機能強化とエネルギー・リサイクルポートとして発展す

るための企業誘致を強化するとともに、京都舞鶴港から始まる観光を推進

２ 事業内容

（１）京都舞鶴港日本海側拠点機能推進事業

①コンテナ１５，０００ＴＥＵ実現事業 62,500千円

既存航路の拡充や新規航路開拓のため、コンテナ貨物の１５，０００

ＴＥＵの確保を目指して、大口貨物の獲得等に向けた取組

事 業 内 容

②日韓露国際フェリー航路利用拡大事業 12,800千円

目 的 平成２７年７月に開設された日韓露国際フェリーの直行航路化を実現

対 象 するとともに、貨物の更なる集荷を図る

方 法 等

③国際クルーズ誘致事業 11,608千円

・ 急増するアジアのクルーズをターゲットに、日本海側諸港（小樽港、

伏木富山港等）と連携した共同プロモーション活動の展開等、クルー

ズ客船の誘致活動を実施

・ 地元が一体となって乗船客への「おもてなし」を提供し、京都府の

観光振興、物産振興、クルーズ誘致を促進

④京都舞鶴港物流基盤重点整備事業 845,300千円

舞鶴国際ふ頭の岸壁を延伸する国直轄工事と連動し、同ふ頭の物流

ターミナルとしての機能を拡充するため、ふ頭用地とクレーンを整備

（２）京都舞鶴港エネルギークラスター事業 110,000千円

再生可能エネルギー発電施設やＬＮＧインフラの整備、メタンハイ

ドレートの実用化促進による京都舞鶴港のエネルギークラスター化を

促進

（３）インバウンド対策強化事業 74,706千円

京都舞鶴港でのインバウンド強化、フェリー客の北部観光への誘導

施策を強化

ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当

担当課・担当名
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

課･担当電話番号

075-414-4297

海外経済課 港 湾 経 済 担 当 075-414-4844

広域観光戦略課 広 域 観 光 担 当 075-414-4879

港 湾 課 建 設 担 当 075-414-5303

建設交通 －８－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業費

鉄道駅利便性向上整備事業費

予 算 額 １６６，８６９千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

鉄道駅の利便性安全性の向上等を図るため、国庫補助制度と
協調し、関係市町とともに、鉄道事業者が行うバリアフリー化
事業等に対して助成

事 業 内 容

２ 事業内容
目 的

（１）鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業費（86,869千円）
対 象 対象駅 主な整備項目 予定年度

阪急上桂駅 27～28
方法等 阪急松尾大社駅 スロープ改修及び新設 27～28

阪急嵐山駅 エレベーター設置 27～28
ＪＲ木幡駅 内方線付き点状ブロック 28～29
ＪＲ嵯峨嵐山駅 他 28
近鉄向島駅 28

（２）鉄道駅利便性向上整備事業費（80,000千円）
対象駅 主な整備項目 予定年度

改札口整備
阪急／京福 西院駅 段差解消 26～32

エレベーター設置 他

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係 直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －９－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
生活交通ネットワーク構築支援費

公共交通ネットワーク活性化事業費

予 算 額 ４３１，７０４千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

公共交通は、利用者減少とサービス低下の悪循環に陥ってお
り、地域住民の生活の足を確保するために、市町村や事業者に
対するバス路線維持の支援や、乗り継ぎ改善による利便性向上
等に対する支援を行う。

事 業 内 容

目 的 ２ 事業内容

対 象 （１）生活交通ネットワーク構築支援費（427,200千円）

方法等 ・生活路線の維持確保に向けた運行経費に対する支援

・車両のバリアフリー化を進めるとともに、路線維持に必要
な車両確保に対する支援

・事業者が行うバスカード（ＩＣカード）システム整備に対
する支援

（２）公共交通ネットワーク活性化事業費（4,504千円）

・事業者が行うバスロケーションシステムの整備等ＩＣＴを
活用した情報発信に対する支援

・モビリティ・マネジメントの実施

担当課・係名 交通政策課 企画担当 課・係 直通電話番号 075-414-5143

建設交通 －１０－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 ＪＲ奈良線複線化・高速化整備事業費

予 算 額 ４２２，４９１千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

二つの古都（京都－奈良）と大阪を結ぶＪＲ奈良線の利便性
向上による京都府南部地域の活性化を図るため、ＪＲ奈良線の
の複線化・高速化第二期事業の早期完成を目指す。

事 業 内 容

２ 事業概要

目 的 ◇複線化本体事業

対 象 ・鉄道施設設計

方法等 ・線増工事

・京都駅構内改良工事

◇複線化に伴う関連事業

・玉水駅（H27～H31）
駅舎橋上化

・新田駅（H28～H29）
東側駅舎新設

・六地蔵駅（H28～H34）
駅舎改築

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１１－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 北近畿タンゴ鉄道支援費（一部再掲）

予 算 額 ４１４，９０２千円 新規･継続の別 継 続

(うち当初：339,796千円、うち2月補正75,106千円)

１ 趣 旨

安心・安全・快適性を確保するための基盤部分（インフラ）
に対する支援を行う。

２ 事業内容
事 業 内 容

◇基盤管理補助
目 的

基盤部分（線路・電路・車両）の維持管理等に係る経費
対 象 に対しての支援

方法等

◇基盤整備補助

老朽化が著しい特急車両を安心・安全に運行するために
必要な改修及び車両デザインの改修に対しての支援

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課・係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１２－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 地域公共交通網再構築事業費（再掲）

予 算 額 １６，５００千円 新規･継続の別 新 規

（2月補正：１６，５００千円）

１ 趣 旨

府民の日常生活の足である「鉄道・バス」を基軸に、持続可能

な公共交通ネットワークを再構築するための計画策定や新しい交

通システムの実証等を実施

２ 事業内容

事業内容 （１）駅再生プロジェクト推進事業費（６，５００千円）

目 的 対象駅 主な整備項目 事業年度

対 象 久美浜駅 駅舎内外装の改装 28～29

観光案内の整備

方法等 丹後由良駅 駅前広場の改良 等 28～29

※笠置駅、大河原駅、和知駅、山家駅については、地域公共交通計画策定

事業など国制度を活用しながら推進

（２）中山間地域公共交通ＩＣＴ活用事業費（１０，０００千円）

中山間地域等において既存の移動手段とＩＣＴを効果的に活

用し、地域特性にマッチした新しい交通システムを実証し構築

を行う。

交通政策課 企画担当 075-414-5143

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課･係直通電話番号 075-414-4360

交通政策課 整備担当 075-414-4360

建設交通 －１３－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 北陸新幹線推進費

予 算 額 ２，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

北陸新幹線敦賀～大阪間について、京都府にとって、より多くの効

果がもたらされるよう府市協調により推進する。

２ 事業内容
事業内容

（１）国の調査を受けて、京都府内の課題整理

目 的 想定される費用負担、並行在来線の問題等

対 象

（２）京都府にとって、より多くの効果が得られる方策の検討
方法等

（３）府、市町による推進体制の整備 等

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課･係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１４－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 千年の都・鴨川清流事業費（一部再掲）

予 算 額 ５３９，５００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

「千年の都・鴨川清流プラン」の実現に向けて、鴨川の持つ魅力

を活かし、より一層多くの人々から親しまれる鴨川を目指し、世界

に誇る美しい鴨川の景観づくりや水辺へのアクセスを考慮した水と

親しみ、ふれあう空間を整備する。

また、都市中心部を流れる鴨川の治水安全度を向上するための対

事業内容 策として、概ね３０年に１回起こり得る降雨による洪水に対応でき

るよう抜本的な河川改修を実施する。

目 的

対 象 ２ 事業概要

方法等 （１） 高水敷・堤防の整備、中州・寄州の管理等について、関係

機関調整、設計及び整備等を実施

（２） 鴨川流域の治水安全度のさらなる向上方策検討を推進

計 画 担 当 075-414-5291

担当課・係名 河 川 課 整 備 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5285

管 理 担 当 075-414-5290

建設交通 －１５－



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 鴨川納涼事業費（再掲）

予 算 額 １４，８００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

鴨川美化啓発活動として昭和44年より開催され、多くの府民に親しまれ

京の夏の風物詩として定着した「鴨川納涼」を、河川愛護、環境保全の啓

発及び「京の七夕」の中核事業として実施

２ 事業概要

（１）開催時期

平成２８年８月６日（土）～７日（日）（予定）

事 業 内 容

（２）開催場所

鴨川河川敷（四条～三条間）

目 的

対 象 （３）事業主体

方 法 等 鴨川納涼実行委員会

＜構成団体＞

京都府、京都市、京都商工会議所、(公社)京都府観光連盟、

（公社）京都市観光協会、鴨川を美しくする会、

京都ふるさとの集い連合会

（４）内 容

・河川愛護、水環境保全、地球温暖化防止等の啓発

・京都の伝統産業、文化の紹介

・京都ふるさとの集い連合会によるふるさと産品の展示即売

・同時開催の「京の七夕」との連携企画

担当課・担当名
観光振興課 観光振興担当

課･担当電話番号
075-414-4841

河 川 課 管理担当 075-414-5290

建設交通 －１６－



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 住宅耐震化総合支援事業費（再掲）

予 算 額 １７０，０００千円 新規･継続の別 継 続

（一部新規）

１ 趣 旨
京都府建築物耐震改修促進計画に基づき、住宅の耐震化率向上を図

るため、耐震診断・耐震改修工事への助成等を実施するとともに、新

たに耐震シェルター設置の助成を行い大地震による被害の減災を目指

す。

２ 事業内容

①耐震診断

◇耐震診断事業を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助
事業内容

目 的

対 象 ②耐震改修

◇耐震改修事業等を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助
方法等

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －１７－

昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

診断結果の通知、耐震工事費の提示、改修に関する提案、アドバイスを実施

補助対象額 5万円／戸 (別途府民負担額 3千円)

助成区分 耐震改修 簡易耐震改修 耐震シェルター設置＊

(新規)

対象住宅 昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

対象経費 改修後の評点が0.7 屋根の軽量化等、耐 耐震シェルター設置に

以上に向上する改 震性が確実に向上す 要する費用

修に要する費用 る改修に要する費用

耐震診断 必要 市町村において簡易

審査を実施

補助対象額 上限120万円/戸 上限40万円/戸 上限40万円/戸

(府民負担額 30万円) (府民負担額 10万円) (府民負担額 10万円)

＊高齢者等に限る



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 大規模建築物等耐震化緊急支援事業費（再掲）

予 算 額 ６１，３３５千円 新規･継続の別 継 続

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －１８－

１ 趣 旨

建築物の耐震改修の促進に関する法律の改正（平成25年11月施

行）による大規模建築物等の耐震診断義務化に伴い、民間建築物の

耐震化支援事業を実施する市町村に対して補助を実施

２ 事業概要

[補助対象]

不特定多数の者が利用する建築物及び避難において特に配慮を

要する者が利用する建築物のうち大規模なもの等で、昭和56年5月

31日以前に着工した建築物

[負担割合]

国 市町村 府 所有者

設 計 １／２ １／６ １／６ １／６

改 修 ３３．３％ ５．７５％ ５．７５％ ５５．２％

※不特定多数の者が利用する建築物の改修については、災害時の

社会貢献が要件



平成28年度当初予算案主要事項(平成27年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 次世代下宿「京都ソリデール」事業費

予 算 額 １４，０００千円 新規･継続の別 新 規

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 住 宅 課 計画担当 課･係直通電話番号 075-414-5361

建設交通 －１９－

１ 趣 旨

若者の府外への転出抑制、府外からの流入促進及び地方への定住

促進を図るため、若者への低廉で質の高い住宅確保と自宅の一室を

提供する高齢者との交流を図る同居マッチングシステムを構築し、

京都ならではの次世代下宿「京都ソリデール」事業を実施

２ 事業概要

若者へ低廉で質の高い住宅確保と、若者に自宅の一室を提供する

高齢者との交流を図るため、改修が必要な住宅のリフォーム補助を

創設し、同居マッチングを実施。

■リフォーム補助概要

対象経費 若者と高齢者の同居に必要なリフォーム

工事に要する経費

補 助 額 上限９０万円（補助率１／２）

※自己負担額は、府住宅改良資金融資制度の対象

■同居マッチング 目標：１０組



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明
共 通

事 業 名 「海の京都」事業費（再掲）

予 算 額
８５９，７８４千円

新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 ２５７，６０６千円）

１ 趣 旨
京都縦貫自動車道の全面開通や舞鶴若狭自動車道の開通、京都舞鶴港の

国際埠頭の整備促進、北近畿タンゴ鉄道の再生等により、府北部地域への
観光入込客が飛躍的に増加しているこの機を捉え、府北部地域を「海の京
都」として、日本の顔となるような「ブランド観光地域」とするため、地
域の総力を結集して、観光地域づくりを推進する。

事 業 内 容 ２ 事業内容
目 的 ○ ＤＭＯの設立等による「海の京都」の持続的展開 525,770千円
対 象 ・北部地域連携都市圏形成推進宣言等を踏まえた「海の京都」ＤＭＯの
方 法 等 設立

・統一感のある魅力的な景観形成を図るための修景整備の強化
・地域資源を活かした農村ビジネスや村づくりの支援 等

○ 滞在型観光圏形成のためのコンテンツの創出・ブラッシュアップ
286,814千円

・「海の京都博」の盛り上がりを引き継ぐウォータープロジェクションシ
ョー等のイベントを開催

・兵庫県・鳥取県等と連携した山陰海岸世界ジオパークの景観保全・観
光振興

・北近畿タンゴ鉄道の特急車両（タンゴディスカバリー）の改修支援 等

○ 「海の京都」ブランドのＰＲ 47,200千円
・丹後王国「食のみやこ」の１０次産業化等拠点づくりの推進
・岩がきの生産効率の改善や出荷規格の厳格化による高付加価値化の支援

・丹後産水産物の地元との連携による生産拡大・商品開発 等

企画理事付 075-414-4529
自治振興課 地域支援担当 075-414-4447
計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347
文化芸術振興課 育成・継承担当 075-414-4222
自然環境保全課 自然環境担当 075-414-4378
海外経済課 港湾経済担当 075-414-4844

担当課・担当名 観光振興課 観光振興担当 課･担当電話番号 075-414-4841
農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906
経営支援・担い手育成課 新規就業・ 075-414-4902
人材育成担当
流通・ブランド戦略課 ブランド推進担当 075-414-4941
水 産 課 漁政企画担当 075-414-4992
監理課 経理担当 075-414-5173
交通政策課 調整担当 075-414-4360

建設交通 －２０－



（単位：千円）

NO 事業名 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名

「海の京都」連携広域DMO設立事
業費

地域の総力を結集して、観光まちづくりを効果的かつ強力に推進
するため、「海の京都」ＤＭＯを設立

88,000 88,000 企画理事付

「海の京都観光推進協議会」推進
事業費

「海の京都観光推進協議会」を通じ、広域プロモーションやブラン
ド・コンテンツ整備、人材育成など官民共同による一体的・集中的
な取組に対する助成等

29,000
商工労働
観光部

地域構想推進美観事業費（共通）
統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必要
な経費に対する助成

20,000
商工労働
観光部

「もうひとつの京都」市町村景観整
備支援事業費（共通）

市町村が景観形成のための条例や計画等を策定した上で実施す
る、民間施設等の修景整備を支援

50,000 企画理事付

府民公募型整備事業費（「もうひと
つの京都枠」）（共通）

府管理施設（道路、河川等）を対象とし、ガードレールの取り替えや
塗装など、身近な景観の向上につながる小規模な改修・修繕工事
を推進

100,000 建設交通部

「命の里」農山漁村里力再生事業
費（共通）

過疎化・高齢化が進む農山漁村において、集落が連携した「里力」
の再生活動を総合的に支援

122,500 農林水産部

京都移住促進事業費（共通）
「京都府移住促進のための空家及び耕作放棄地等活用条例」の
制定を契機に、農山漁村地域等の新たな担い手となる移住者を確
保し、地域再生を加速化

116,270 農林水産部

「もうひとつの京都」プレミアムブラ
ンド戦略推進費（共通）

「もうひとつの京都」プレミアムブランド戦略を策定し、各地域に隠
れた本物のコンテンツを磨き上げ、海外マーケット・メディア等にプ
ロモーションすることで海外観光客の誘客等を図る

30,000 企画理事付

「海の京都」後祭事業費
「海の京都博」の盛り上がりを引き継ぐウォータープロジェクション
ショー等のイベントを開催

30,000 30,000
商工労働
観光部

京都舞鶴港日本海側拠点機能推
進費（国際クルーズ誘致事業費）

日本海側諸港との連携強化、京都舞鶴港の背後観光地の魅力を
海外に広くアピールするとともに、地元の受入体制を強化し、国際
クルーズの誘致を促進

11,608
商工労働
観光部

新・世界遺産事業費
「天橋立」の世界文化遺産の登録に向け、地元とも協働し、気運を
高めるため のシンポジウム等を開催

2,000
 文化

スポーツ部

山陰海岸世界ジオパーク推進事
業費

世界ジオパーク活動のユネスコ正式事業化を踏まえ、兵庫県・鳥
取県 等と連携し、山陰海岸世界ジオパークの貴重な地質資源や景
観の保全と、観光・ジオツーリズムなど地域振興の取組を展開

15,600 13,800 環境部

「ＴＡＮＴＡＮロングライド」開催支援
事業費

丹後、中丹地域への観光誘客を図るため、平成２８年６月に開催さ
れるロングライド大会への参加者に対するおもてなし事業を実施

2,000 0
商工労働
観光部

市町村未来づくり交付金（みらい戦
略一括交付金（もうひとつの京都
推進枠））（共通）

もうひとつの京都に関連して市町村が実施する取組を支援し、府
の取組との相乗効果の発揮を図る

100,000 総務部

北近畿タンゴ鉄道支援費（一部）
地域鉄道の魅力向上を図るため、北近畿タンゴ鉄道の特急車両改
修を支援

75,106 75,106 建設交通部

美しい阿蘇海を未来につなぐ事業
費

市町と連携して阿蘇海の恵みをＰＲするイベントを開催するととも
に、大学生等と協働したカキ殻回収や資源化を推進

4,500
丹後広域振

興局

「海 の 京 都」 事 業 一 覧

　１　ＤＭＯの設立等による「海の京都」の持続的展開

525,770 88,000

建設交通　－ ２０-(1) －

小　　　　計

　２　滞在型観光圏形成のためのコンテンツの創出・ブラッシュアップ



NO 事業名 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名

丹後グルメフェスティバル開催事
業費

海、山、里のグルメやちりめんなど丹後の魅力を全国に発信するイ
ベントを開催

3,500 3,500
丹後広域振

興局

丹後半島ブランド価値発掘・交流
促進事業費

「海の京都」のブランド価値を高めるため、隠れた魅力を地域団体
と発掘しファムトリップを実施するとともに、ＳＮＳ等を活用して情報
を発信

7,000
丹後広域振

興局

「海・森の京都」スポーツ・トレイル
推進事業費（共通）

自転車やカヌー、登山等による移動手段を楽しむ新しい観光スタイ
ル「スポーツ・トレイル」を推進するため、「ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ」の
開催と、カヌー、登山の拠点化を推進

5,500 5,500
中丹広域振

興局

丹後１０次産業化拠点づくり事業
費

丹後王国「食のみやこ」において、食人材の育成、観光拠点として
の魅力アップ及び農業ビジネスを推進し、「農」と「観光」のクロス
オーバー産業を育成

43,000 39,700 農林水産部

京都６次産業プロジェクト戦略事業
費（京都水産物高品質化事業費）

岩がきの生産効率の改善や出荷規格の厳格化による高付加価値
化を支援

2,200 農林水産部

「おいしい京都」首都圏戦略事業
費（京の水産物PRフェア開催費）

府内で水揚げされた水産物のブランド力向上と流通拡大を図るた
め、首都圏での販促活動や情報発信を推進

1,500 1,500 農林水産部

元気いっぱい水産業推進事業費
（地域連携型水産物生産拡大事業
費）

「海の京都」の魅力を代表する水産物について、府と地元市が連
携・役割分担し、一層の生産拡大や新たな商品開発に取り組む

500 500 農林水産部

47,200 41,700

　３　「海の京都」ブランドのＰＲ

小　　　　計 286,814 127,906

建設交通　－ ２０-(2) －

859,784 257,606総　　　　　　計

小　　　　計



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明
共 通

事 業 名 「森の京都」事業費（再掲）

予 算 額
２，４９２，５５０千円

新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 １８８，０００千円）

１ 趣 旨
全国育樹祭の開催や、国定公園の新規指定を契機として、府中部地域を

「森」をテーマに、森の恵みを活かした食や伝統文化、産業など森に包ま
れた魅力ある暮らし方を発信し、多角的に活かす地域とするため、「森の京
都博」を開催し、「森の京都」エリアの豊かな自然や森の文化の魅力、産業
を全国に向け、強力にアピールし、地域振興を推進する。

２ 事業内容
○ 「森の京都博」重点アピール 552,900千円

事 業 内 容 ・平成２８年度を「森の京都ＹＥＡＲ」として、全国育樹祭をはじめ、
年間を通じて、森の魅力を体感し森の文化の理解を深める交流型イベ

目 的 ント等を開催する。特に、未来を担う、次世代や輝く女性等が森への
対 象 関心を高め、考える機会を創出するとともに、全国へ向け、プロモー
方 法 等 ションを強力に展開

○ 森の魅力を活かした戦略拠点等における受入体制の強化
891,270千円

・「森の京都」に係る戦略拠点の整備推進によるコンテンツの強化や国定
公園の自然環境の保全等

・統一感のある魅力的な景観形成を図るための修景整備の強化
・道路整備等の推進による戦略拠点等へのアクセスと周遊性の強化
・「森の京都」ＤＭＯの設立を推進 等

○ 林業振興と森林文化の継承 1,048,380千円
・丹波広域基幹林道の機能を活かした生産体制の強化
・大型加工施設の立地や高性能機械の導入促進、府内産木材の増産
・京都の文化を京都の森で支える「伝統工芸の森」の整備 等

企画理事付 075-414-4529
自治振興課 地域支援担当 075-414-4447
計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347
文化政策課 生涯学習担当 075-414-4217
ｽﾎﾟｰﾂ振興課 国際大会等誘致担当 075-414-4252

ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当

075-414-4297
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

自然環境保全課 自然公園担当 075-414-4378
産業労働総務課 企画・地域戦略担当 075-414-4820
産業立地課 調整担当 075-414-4881

担当課・担当名
観光振興課 観光振興担当

課･担当電話番号
075-414-4841

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906
林 務 課 企画・計画担当 075-414-5016

林業振興担当 075-414-5006
木材産業担当 075-414-5009

ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ・全国育樹祭推進課
全国育樹祭企画担当 075-414-5012
ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ推進担当 075-414-5005

森林保全課 森林土木担当 075-414-5028
監理課 経理担当 075-414-5173
道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252
道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262
河川課 流域担当 075-414-5288
高校教育課 指導第１担当 075-414-5851

建設交通 －２１－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名

　１　「森の京都博」重点アピール

年間を通じて、森の魅力を体感し森の文化の理解を深める交流型イベント
等を開催し、特に、未来を担う、次世代や輝く女性等が森への関心を高め、
考える機会を創出するとともに、全国へ向け、プロモーションを強力に展開

186,400 147,500

「森の京都博」開催事業費
「森の京都」エリアの地域全体の力を結集し、豊かな自然や暮らし、歴史・
文化、産業などの森の京都の魅力を全国に発信するイベント「森の京都
博」を開催

106,000 106,000 企画理事付

京都丹波高原国定公園（仮称）魅
力発信事業費

国定公園の指定を契機に、森の京都博の一環として、エコツアーを実施・開
拓し、広く公園の魅力を発信

1,400 環境部

「森の京都」あうる京北発信事業
費

生涯学習拠点であるゼミナールハウス（愛称：あうる京北）において、世代・
地域を超えた成果発表の場として「森の芸術祭」を開催

3,000 3,000
文化

スポーツ部

京都トレーニングセンター（仮称）
開設記念事業費

京都府産木材を利用し、府内最大規模の公共木造施設として整備した京
都トレーニングセンター（仮称）の開設を記念した事業を実施

2,000
文化

スポーツ部

地域活性化スポーツ国際大会等
誘致推進費（京都丹波トライアスロ
ン大会開催負担金）

京都丹波トライアスロン大会in南丹の平成28年度開催に向けた経費を地元
南丹市等と組織する実行委員会に対して負担

500
文化

スポーツ部

「森の文化祭in京都新光悦村」開
催事業費

クラフトモール拠点である京都新光悦村において「森」をテーマとした工芸
品の展示・販売・製作体験等を実施

2,000 2,000
商工労働
観光部

「海・森の京都」スポーツ・トレイル
推進事業費
（共通）

自転車やカヌー、登山等による移動手段を楽しむ新しい観光スタイル「ス
ポーツ・トレイル」を推進するため、「ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ」の開催と、カ
ヌー、登山の拠点化を推進

5,500 5,500
中丹広域振

興局

京都丹波ジビエ街道づくりセカンド
ステージ事業費

京都丹波ジビエの安心・安全ブランを強化・確立するとともに、大消費地（首
都圏及び京阪神）及び中丹地域で一斉にジビエフェアを開催し、普及定着
を図る。

7,000 7,000
中丹広域振

興局

京都丹波・森の京都フェスティバ
ル事業費

市町やＮＰＯ、地元団体と一丸となって「京都丹波・森の京都フェスティバ
ル」を開催するなど森の京都づくりを推進

5,000 5,000
南丹広域振

興局

京都丹波まるごとスタジアム化推
進事業費

新国定公園でのウォーキングイベントや京都丹波キッズスポーツ大会の開
催など、スポーツを核にした地域の活性化を図る

1,000
南丹広域振

興局

森の京都産業観光事業費
森の京都匠ビレッジフェスティバル（仮称）の開催や森の京都産業観光体
験ツアーの開催など、京都丹波地域の森の恵みをいかした産業観光の創
出を図る

5,000 5,000
南丹広域振

興局

「森の京都」市町村支援強化事業
費

戦略拠点での市町のコアイベントなどによる賑わいを創出するため、マス
タープランに記載された「森の京都」関連事業等に対して助成

30,000 企画理事付

「森の京都」観光推進事業費
森の京都」のターゲットイヤーにおいて、「森の京都博」と連携しながら、「森
の京都」の魅力を発信し、「森の京都」のブランドイメージの向上と観光誘客
を図る

14,000 14,000
商工労働
観光部

高校生地域とつながる事業費
府立高校生が「森の京都」での様々なボランティア活動に参加し、地域社会
の活性化に貢献する取り組みを支援

4,000 教育委員会

「森の京都博」の中核イベントとして、「第４０回全国育樹祭」を開催し、次世
代へつながる京都の森の文化を府内外に発信

329,000 農林水産部

全国育樹祭開催と連携し、モデルフォレスト運動10周年記念として、次代を
担う子どもたちをはじめ、府民の森づくり活動への参加を促進

2,000 農林水産部

森林所有者、ボランティア団体、企業等が連携した府民参画、府民協働に
よる森づくりを推進

5,500 農林水産部

「もうひとつの京都」プレミアムブランド戦略を策定し、各地域に隠れた本物
のコンテンツを磨き上げ、海外マーケット・メディア等にプロモーションするこ
とで海外観光客の誘客等を図る

30,000 企画理事付

京都モデルフォレスト運動１０周年記念
事業費

京都モデルフォレスト推進事業費

「もうひとつの京都」プレミアムブランド戦
略推進費（共通）

小　　　　計 147,500

建設交通　－ ２１-(1) －

「森 の 京 都」 事 業 一 覧

事業名

「森の京都博」事業費

全国育樹祭開催費

552,900



NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名事業名

森の魅力を活かした戦略拠点の整備や戦略拠点等へのアクセスを強化す
るとともに、統一感のある魅力的な景観を整備し、森の京都のコンテンツを
強化

601,000

市町村未来づくり交付金（みらい
戦略一括交付金（もうひとつの京
都推進枠））（共通）

もうひとつの京都に関連して市町村が実施する取組を支援し、府の取組と
の相乗効果の発揮を図る

100,000 総務部

地域構想推進美観事業費（共通）
統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必要な経費
に対する助成

20,000
商工労働
観光部

「もうひとつの京都」市町村景観整
備支援事業費（共通）

市町村が景観形成のための条例や計画等を策定した上で実施する、民間
施設等の修景整備を支援

50,000 企画理事付

府民公募型整備事業費（「もうひと
つの京都枠」）（共通）

府管理施設（道路、河川等）を対象とし、ガードレールの取り替えや塗装な
ど、身近な景観の向上につながる小規模な改修・修繕工事を推進

100,000 建設交通部

京都丹波高原国定公園（仮称）魅
力発信事業費（再掲）

国定公園の保全や、利用者の利便性向上のための施設整備等を実施 31,000 環境部

「森の京都」アクセス道路等整備
費

「森の京都」のターゲットイヤー（平成２８年度）に向けた戦略拠点の整備や
拠点へのアクセスの向上のため、「森の京都」に関連する道路等の施設整
備を推進

300,000 建設交通部

過疎化・高齢化が進む農山漁村において、集落が連携した「里力」の再生
活動を総合的に支援

122,500 農林水産部

「京都府移住促進のための空家及び耕作放棄地等活用条例」の制定を契
機に、農山漁村地域等の新たな担い手となる移住者を確保し、地域再生を
加速化

116,270 農林水産部

京都新光悦村への誘致活動の一環として、職人工房の立地、村の活性化
を推進するため、未分譲区画に設置した移動工房の広報及び維持管理を
実施する

1,000
商工労働
観光部

・「森の京都博」を契機に、古道などの資産を整備し観光誘客等に活かすと
ともに、森の京都を盛り上げるコラボ事業等を開催し、森の京都のＰＲを実
施

18,000 18,000
中丹広域振

興局

地域資源等の販売、観光・交流・集客等に関する事業を広域的に行う事業
主体としての「森の京都」のDMO設立に向けた取組を推進

22,500 22,500 企画理事付

「森」の観光資源としての他地域との差別化、地域に経済効果を生む仕組
みづくり等を実現するための地域づくりを支援

10,000 企画理事付

丹波広域基幹林道を活かした生産体制の強化や、大型加工施設の立地、
高性能機械の導入促進による木材生産の増産を図るとともに、京都の文化
を支える「伝統工芸の森」を整備

948,380

丹波広域基幹林道の機能を活か
した生産体制強化事業費

丹波広域基幹林道を活かした路網の集中整備と森林整備を促進し、木材
資源の供給体制を強化

505,890 農林水産部

林業「森世紀」創造戦略事業費
森林資源が伐期を迎える好機を捉え、府内産材の自給率アップによる府内
完結型の木材産業体制の構築を目指した川下～川上の総合対策を実施

437,490 農林水産部

農と伝統工芸連携プロジェクト事
業費

京都の文化を京都の森で支える「伝統工芸の森」の整備を進め、地域資源
を活用した漆やハゼの産地化や活力のあるまちづくりを推進

5,000 農林水産部

木質バイオマス発電用の燃料チップ製造設備の導入に対する助成 100,000 環境部

1,048,380 0

「森の京都」戦略拠点整備事業費

「森の京都」推進費

 「森の京都」クラフトモール活用事業費

　２  森の魅力を活かした戦略拠点等における受入体制の強化

　３  林業振興と森林文化の継承

40,500

2,492,550 188,000総　　　　　計

小　　　　計

木質バイオマス発電導入支援事業費

林業振興・森林文化継承事業費

小　　　　計 891,270

森の京都ディスティネーションプロジェク
ト事業費

「森の京都」広域DMO設立事業費

「命の里」農山漁村里力再生事業費（共
通）

京都移住促進事業費（共通）

建設交通　－ ２１-(2) －



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明
共 通

事 業 名 「お茶の京都」事業費（再掲）

予 算 額 １，４８１，０７９千円 新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 ５４，０００千円）

１ 趣 旨
宇治茶生産の長い歴史に育まれた美しい茶畑景観や地域に根ざすお茶の

文化を維持・継承するとともに、その魅力をさらに高め、発信し、多角的
に活かす大交流エリアの創出を実現するため、平成２９年度のターゲット
イヤーに向け、お茶文化の魅力を強力に発信するともに、戦略拠点の整備
を進めることにより、地域振興を推進する。

２ 事業内容
○ 地域の魅力を高める戦略拠点づくりの強化 609,270千円

事 業 内 容 ・「お茶の京都」に係る戦略拠点の整備推進によるコンテンツの強化
・統一感のある魅力的な景観形成を図るための修景整備の強化

目 的 ・道路案内標識やサイクリングロードの整備等による戦略拠点へのアクセ
対 象 スと周遊性の強化
方 法 等 ・「お茶の京都」ＤＭＯの設立を推進 等

○ ターゲットイヤーに向けたお茶文化の魅力発信 44,000千円
・「お茶の京都博（仮称）」の開催準備及び事前プロモーションの展開
・「ＵＪＩ-ＣＨＡ Ｆａｉｒ」や、関西茶業振興大会京都府大会、
「Ｋｉｎｇ ｏｆ 茶ムリエ大会」等のプレイベントの開催 等

○ 「ＵＪＩ－ＣＨＡ」プレミアムブランド戦略の推進 68,000千円
・宇治茶を世界トップブランドとして確立するための海外市場分析や海外メデ

ィア等へのプロモーションの展開
・「プレミアム宇治茶認証制度」を創設し高品質な宇治茶の品質を保証 等

○ お茶産業の新展開 759,809千円
・府茶業研究所の機能強化のためのリニューアル整備の実施
・乗用摘採機に対応するための急傾斜茶園の緩斜面への整備
・生産性の効率化等のための新たなてん茶加工工場等の整備支援

企画理事付 075-414-4529
計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347
自治振興課 地域支援担当 075-414-4447
スポーツ振興課 国際大会等誘致担当 075-414-4252
観光振興課 観光振興担当 075-414-4841

担当課・担当名
農 政 課 企画政策担当

課･担当電話番号
075-414-4898

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906
流通・ブランド戦略課 研究普及担当 075-414-4968
農 産 課 宇治茶・特産振興担当 075-414-4944
監理課 経理担当 075-414-5173
道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262

建設交通 －２２－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名

お茶の京都の魅力を高める戦略拠点の整備を推進するとともに、
統一感のある魅力的な景観を整備し、お茶の京都のコンテンツを
強化

290,000

市町村未来づくり交付金（みらい戦
略一括交付金（もうひとつの京都
推進枠））（共通）

もうひとつの京都に関連して市町村が実施する取組を支援し、府の
取組との相乗効果の発揮を図る

100,000 総務部

「お茶の京都」市町村支援強化事
業費

「お茶の京都」における戦略拠点整備を府・市町村共同で推進する
ため、市町村ごとのマスタープランに記載された「お茶の京都」関連
事業等に対して助成

20,000 企画理事付

地域構想推進美観事業費（共通）
統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必要
な経費に対する助成

20,000
商工労働
観光部

「もうひとつの京都」市町村景観整
備支援事業費（共通）

市町村が景観形成のための条例や計画等を策定した上で実施す
る、民間施設等の修景整備を支援

50,000 企画理事付

府民公募型整備事業費（「もうひと
つの京都枠」）（共通）

府管理施設（道路、河川等）を対象とし、ガードレールの取り替えや
塗装など、身近な景観の向上につながる小規模な改修・修繕工事
を推進

100,000 建設交通部

「お茶の京都」の周遊性・アクセス強化を図るため、「宇治茶かおり
回廊」に係る案内標識や、日本遺産等の美しい景観をサイクリング
で周遊する環境を整備

48,000 8,000

「お茶の京都」案内標識整備費
日本遺産認定や「お茶の京都博（仮称）」の開催を踏まえ、「お茶の
京都」の周遊性を高めるため、「宇治茶かおり回廊整備マスタープ
ラン」に基づく回遊ルートを中心に案内標識を整備

40,000
企画理事付
建設交通部

「京都やましろ茶いくるライン（仮
称）」整備事業費

お茶の里や日本遺産の美しい景観をサイクリングで周遊する環境
整備
・案内標識設置、情報発信　等

8,000 8,000
山城広域振

興局

過疎化・高齢化が進む農山漁村において、集落が連携した「里力」
の再生活動を総合的に支援

122,500 農林水産部

「京都府移住促進のための空家及び耕作放棄地等活用条例」の制
定を契機に、農山漁村地域等の新たな担い手となる移住者を確保
し、地域再生を加速化

116,270 農林水産部

地域資源等の販売、観光・交流・集客等に関する事業を一元的・総
合的に行う事業主体としての「お茶の京都」のDMO設立に向けた取
組を推進

22,500 22,500 企画理事付

お茶文化・地域資源の再発見、魅力アップを図るための地域づくり
を支援

10,000 企画理事付

「お茶の京都博（仮称）」のプレイベントを開催するとともに、平成２９
年度のターゲットイヤーに向けた準備や事前プロモーションを実施

24,000 8,500

 「お茶の京都博（仮称）」開催準備
費

宇治茶の価値・魅力を世界に発信することで、多くの人が訪れる大
交流圏を形成するため、集客の見込める大規模な「お茶の京都博
（仮称）」の開催に向け、実施計画策定や事前プロモーションを実施

14,500 企画理事付

第69回関西茶業振興大会開催事
業費

日本遺産を始めとした「宇治茶」の歴史や文化等の魅力を発信し、
世界文化遺産登録に向けた気運をつくるとともに、「お茶の京都」の
プレイベントとして開催

1,000  農林水産部

２　ターゲットイヤーに向けたお茶文化の魅力発信

小　　　　計 609,270 30,500

「お 茶 の 京 都」  事 業 一 覧

事業名

地域の魅力を高める戦略拠点整備事業
費

１　地域の魅力を高める戦略拠点づくりの強化

「お茶の京都」推進費

京都移住促進事業費（共通）

回遊性・アクセス強化事業費

「お茶の京都博（仮称）」プレ事業費

「お茶の京都」広域DMO設立事業費

「命の里」農山漁村里力再生事業費（共
通）

建設交通　－ ２２-(1) －



NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 部局名事業名

ＵＪＩ-ＣＨＡ Ｆａｉｒ開催事業費

お茶の京都を発信する「UJI-ＣＨＡ　Fair」各イベントを山城地域全
体で年間を通して実施
・「King of 茶ムリエ」事業、「キッズ茶ムリエ」開催
・世界の茶産地と山城の茶産地間の国際交流推進
・各取組をつなぐガイドブック制作・スタンプラリー等

8,500 8,500
山城広域振

興局

ツアー・オブ・ジャパン京都ステージの開催を通じて、宇治茶の魅力
を世界に発信

5,000 0
文化

スポーツ部

平成29年度の「お茶の京都」ターゲットイヤーに向け、「お茶の京
都」の魅力を発信

7,000 7,000
商工労働
観光部

「日本遺産」や「お茶の京都博（仮称）」開催を契機とした新たな観光資源の
発掘・魅力向上と新たな観光客層の開拓
・交通不便な見どころの足をつくる電気自動車トライアルやお茶所バス
・従前と異なる若者等新たな観光客層の開拓　等

8,000 8,000
山城広域振

興局

「プレミアム宇治茶認証制度」を創設するとともに、宇治茶を世界
トップブランドとして確立するための海外市場分析や海外プロモー
ションを展開

32,000

「もうひとつの京都」プレミアムブラ
ンド戦略推進費（共通）

「もうひとつの京都」プレミアムブランド戦略を策定し、各地域に隠
れた本物のコンテンツを磨き上げ、海外マーケット・メディア等にプ
ロモーションすることで海外観光客の誘客等を図る

30,000 企画理事付

宇治茶ブランド力強化事業費
「プレミアム宇治茶認証制度」を創設するとともに、消費者目線で味
が分かりやすい「お茶の味表現チャート」を作成し、宇治茶の消費
拡大を図る

2,000 農林水産部

宇治茶の世界文化遺産登録に向けて、宇治茶生産の景観形成及
び府民運動の拡大を推進

6,000 農林水産部

美しい茶畑景観を継続させるため、「山なり茶園」における生産設
備整備等を支援

30,000 農林水産部

府茶業研究所の機能強化のためのリニューアル整備を実施すると
ともに、高品質な宇治茶を生産し、農家所得の向上と産地の活性
化を図るための施設・機械の導入を支援

759,809

茶業研究所機能強化事業費
企業・大学等との連携・交流機能の強化など、茶業研究所のリ
ニューアルを実施

490,000 農林水産部

農林水産業基盤整備事業費
高品質な宇治茶を生産し、農家所得の向上と産地の活性化を図る
ため、必要な施設・機械の導入を支援

269,809 農林水産部

759,809 0

44,000 23,500

68,000 0

宇治茶生産景観継承支援事業費

小　　　　計

「お茶の京都」観光推進事業費

小　　　　計

総　　　　　　計

小　　　　計

1,481,079 54,000

３　「ＵＪＩ－ＣＨＡ」プレミアムブランド戦略の推進

宇治茶世界文化遺産登録推進戦略事業
費

「ＵＪＩ－ＣＨＡ」プレミアムブランド確立事
業費

地域活性化スポーツ国際大会等誘致推
進費（ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ
開催負担金）

新しい山城観光の魅力実感事業費

建設交通　－ ２２-(2) －

宇治茶産業活性化事業費

４　お茶産業の新展開



平成２８年度 当初予算案主要事項(平成２７年度２月補正含む)説明

政 策 企 画 部
商工労働観光部
農 林 水 産 部
建 設 交 通 部

事 業 名 京都・かぐや姫観光推進事業費（再掲）

予 算 額
１６７，７００千円

新規・継続の別 一部新規
(うち２月補正 １０，０００千円)

１ 趣 旨
世界的観光都市・京都市に近接し、多くの歴史・文化遺産、自然等の資源

を有する乙訓地域を中心にした「京都・西の観光」エリアにおいて、「『竹

の里・乙訓』ともうひとつの京都をつなぐ」をテーマに、「京都・かぐや姫

観光」を推進

２ 事業内容

（１）乙訓かぐや姫観光推進事業【新規】【２月補正】 10,000千円

（乙訓ブランディング）

特産の竹などの乙訓地域の魅力を再発見・ブラッシュアップした広域観

事 業 内 容 光プロジェクトで新たな交流を創出

（「竹の里・乙訓」ともうひとつの京都を結ぶ大物産展＋激辛商店街）

高速道路網の整備で「もうひとつの京都」の表玄関となる乙訓地域にお

目 的 いて、地域ブランドに成長した「激辛商店街」とのコラボによる大物産展

対 象 を実施

方 法 等

（２）「新しい京の旅」創造事業【一部新規】 6,500千円

・ 「京都・西の観光推進協議会」において、市町、交通事業者等と連携

したバスツアーや観光プロモーションを実施

・ 乙訓地域の魅力を、京都府内外の多くの方々に広くＰＲするとともに、

乙訓地域ならではの体験や歴史を感じてもらい、乙訓地域の魅力を満喫

してもらうため、定期観光バスの運行に対し支援

・ 淀川三川合流地域の拠点施設（八幡市）のオープン（平成２９年春）

を見据え、情報発信、イベント等を実施

（３）京都・かぐや姫観光関連道路整備事業 150,000千円

周遊環境を改善するため、道路改良等を実施

（４）若竹産業創造プロジェクト 1,200千円

産地と企業の連携により、タケノコ等を使った新商品の開発、販路拡大

など６次産業化を推進

計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347

観光振興課 観光振興担当 075-414-4841

担当課・担当名 流通・ブランド戦略課 農業流通･販売戦略担当 課･担当電話番号 075-414-4964

道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252

街路担当 075-414-5331

建設交通 －２３－
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